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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

低線量率放射線を長期間連続被曝したときの個体レベルでの障害発

生のメカニズムを明らかにするためにマウスを用い脳及び肝臓での持

続的遺伝子発現変化の有無について mRNA と蛋白質を指標として網羅

的な解析をする。 

 

２．総合評価 
B 

・本研究は基礎的なデータ収集を主眼とした実験研究であり、ヒトへの

リスク評価への寄与という点に関しては物足りない面もあるが、計画さ

れた実験は実施され、従来の手法の課題も明らかにされている。成果は

論文等にまとめられており、相応の成果が挙げられている。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


